
●
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
集
合

　
注
射
を
忘
れ
ず
に

　　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い
主
は
飼
い
犬
に

年
１
回
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
回
注
射
で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄

り
の
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
料
金
は
1
頭
に
つ
き
次
の
と
お
り
で
す

○
登
録
手
数
料　
３
，
０
０
０
円（
新
規
の
み
）

○
注
射
料　
２
，
５
７
０
円　
　

○
注
射
済
票
交
付
手
数
料　
５
０
０
円

（
平
成
26
年
度
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金
が
改

正
さ
れ
、
２
，
５
７
０
円
に
な
り
ま
し
た
）

■
狂
犬
病
と
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
狂
犬
病　
致
死
率
」な
ど

と
入
れ
て
検
索
す
れ
ば
分
か
り
ま
す（
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
動
画
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
閲
覧
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
）が
、
致
死
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
は
数
少
な
い

狂
犬
病
清
浄
国
の
一
つ
で
す
。

　
発
症
し
て
か
ら
で
は
救
う
手
立
て
が
な
く
、
全

世
界
で
は
年
間
約
５
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
犬
の
登
録
と
注
射
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
飼
い
犬
は
必
ず
町
に
登
録
し
、
年
に
１
回
の
予

防
注
射
を
打
つ
こ
と
で
病
気
の
発
生
を
予
防
し
て

い
ま
す
。
飼
主
の
皆
さ
ん
で
防
い
で
い
る
病
気
で

す
。“
自
分
の
犬
は
大
丈
夫
”で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
生
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
う
ち
約
40
％
が
生

ご
み
で
、生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
。

　
水
切
り
、
ひ
と
絞
り
は
ご
み
減
量
化
に
大
き
な

効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
ご
み
は
資
源
ご
み
で
す
。
燃
え
る
ご
み

と
し
て
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
は
購
入
補
助
が

あ
り
ま
す
。

犬の登録・狂犬病予防集合注射日程表
期日 時間 場所

４月23日
（土）

9:00 ～ 9:45 大津東区コミュニティセンター
10:15 ～ 11:45 役場南側駐車場

４月24日
（日）

9:00 ～ 9:45 町生涯学習センター駐車場
10:15 ～ 11:45 役場南側駐車場

４月25日
（月）

9:00 ～ 9:45 陣内地区公民館分館
10:00 ～ 10:30 岩坂公民館
10:45 ～ 11:15 錦野地区農業研修センター
13:30 ～ 14:00 野外活動等研修センター（旧真城小）
14:15 ～ 15:00 宮本地区農業研修センター
15:15 ～ 15:45 矢護川コミュニティセンター

（旧矢護川小）

４月26日
（火）

9:00 ～ 9:45 杉上地区公民館
10:00 ～ 10:30 人権啓発福祉センター（隣保館）
11:00 ～ 11:45 美咲野中央公園
13:30 ～ 14:00 高尾野公民館
14:30 ～ 15:00 瀬田地区生活改善センター

電動式生ごみ処理機購入補助及びごみ減量化対策補助
品　目 補助率 補助上限額 備　考

ダンボール
コンポスト １/２ 500円 / 個

１回の申請で 2 個まで
１年度中に６回まで
申請可

容器型コンポスト １/２ 3,000円 / 基 １年度中に１回１基まで
申請可

電動生ごみ処理機 ２/３ 40,000円 / 基 ５年以上使用すれば
再申請可

※本体購入に対する補助です（保障料などは対象外）。
※一般家庭用のみです（事業用は対象外）。
※申請書は町ホームページからダウンロードできます。詳しくはお問い合わせください。

●
地
下
水
保
全
設
備
設
置
補
助

　
熊
本
地
域
は
、
生
活
用
水
を
ほ
ぼ
地
下
水
に
依

存
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
下
水
涵
養
と
節
水

を
目
的
に
、次
の
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
、予
算

の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す（
左
上
表
）。

●
省
エ
ネ
設
備
設
置
補
助

　　
町
で
は
昨
年
度
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

策
定
し
、2
点
を
基
本
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
日
常
生
活
の
中
で
の
省
エ
ネ
、
節
電
を
推
進
し
、

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る
。

②
町
内
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、再
生
可
能

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
、地
域
で
消
費
す
る

　
こ
と
で
、省
エ
ネ
と
地
域
振
興
に
も
つ
な
げ
る
。

　
　
家
庭
で
取
り
組
め
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
う

　
ち
、
次
の
表
の
省
エ
ネ
機
器
を
設
置
す
る
際
は
、

　
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す（
左
下
表
）。

種別 補助対象内容 補助額 申請要件

雨水浸透ます

・排水量の多い雨樋から接続
すること

・浸透ますには、雨水以外の
ものを流入させないこと

・その他

・１基あたり
　10,000円
　最大４基まで

・町内に住民登録があり、そ
の住所地に居住する住宅等
に設置すること

・補助対象機器は未使用品で
あること

・設置前に申請すること（事
前予約制で、設置工事中や
設置後の申請は受け付けま
せん）

・その他、詳細は役場環境保
全課に問い合わせください

雨水貯留タンク

・有効貯水量が50リットル
以上

・５年以上耐えられる構造、
材質であること

・散水などを行う機能がある
こと

・その他

・貯留容量
　200リットル以上
　１基あたり上限
　35,000円

・貯留容量
　200リットル未満
　設置に要する費用
　の２分の１
　上限24,000円

地下水保全設備設置補助

種別 補助対象内容 補助額 申請要件

ＨＥＭＳ（ヘムズ）
国が指定するホームエネルギー
マネジメントシステムを設置す
ること

本体、設置工事費
の３分の１　
上限 50,000 円

・町内に住民登録があり、そ
の住所地に居住する住宅に
新たな省エネ機器を設置す
ること（新築などにより転
居または転入の場合は、省
エネ機器設置後の実績報告
書提出時に住民登録があり
居住していること）

・補助対象機器は未使用品で
あること

・設置工事の着工前に申請す
ること（事前予約制で、設
置工事中や設置後の申請は
受け付けません）

・その他、詳細は役場環境保
全課に問い合わせください

太陽光発電
システム

太陽光発電システムに表示機
（発電量、自宅内での電力消費
量等がわかるもの）またはＨＥ
ＭＳの設置が条件

１ｋＷ　10,000 円
上限　50,000 円

蓄電池

太陽光で発電した電気を貯め
て、夜間や災害時などに使用で
きるもので、国が補助対象とし
て指定する定置用リチウムイオ
ン蓄電池であること

１システム
50,000 円

地中熱

年間を通じて安定した温度の地
中熱を熱源として活用し、空調
または給湯などに利用するシス
テムで、一定のエネルギー効率
を有するもの

１システム
50,000 円

燃料電池給湯
システム 

（エネファーム）

国が実施する補助金（民生用燃
料電池（エネファーム）導入支
援補助金）の補助対象システム
として指定されたもの

１システム
50,000 円

ガス発電給湯
システム 

（エコウィル）

ガスエンジンで発電を行い、発電
時に発生する排熱を給湯に利用
するもので、国が定める基準を満
たすもの

１システム
50,000 円

薪ストーブ 薪を燃料とし、二次燃焼機能を
有するストーブ １基　50,000 円

ペレットストーブ ペレットを燃料とするストーブ １基　50,000 円

省エネ設備設置補助

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113
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